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研究成果の概要： 

① 精神科病院療養病棟の長期入院患者に対し退院支援を目的に小集団作業療法を実施
した。退院への気持ちが揺れやすい患者の意識を高める上で、地域で生活している
退院患者とのふれあい活動が重要なことが示唆された。 

② 長期入院統合失調症患者の退院意識には、自信のなさ、家族への受け入れへの期待、
必要な社会資源数が関連していた。 

③ 精神科救急病棟における統合失調症患者への個人作業療法の実施は、陰性症状及び
心気症状の改善に影響を及ぼしている可能性が示唆された。 
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研究①精神科病院長期入院患者への退院支
援を目的とした小集団作業療法 

１．研究の背景 

厚生労働省は平成 16 年に精神保健医療福
祉の改革ビジョンとして「入院医療中心から
地域生活支援中心へ」という基本方針を公表
した．また，社会的入院の解消策の一つとし
て平成 18 年度に精神障害者退院促進支援事
業が国により正式に事業化され全国で実践
されている．このような状況を考慮すると，
精神科病院長期入院患者の退院支援に寄与
する作業療法のあり方を探求することは急
務の課題といえる．近年，退院支援において
退院患者参加型プログラムの実践が薦めら
れている．  

２．研究の目的 

精神科病院長期入院患者を対象に退院患
者とのふれあい活動を通じて退院意識を高
める支援を行った試みについて報告したい． 

３．研究の方法 

対象者は精神科療養病棟において１年以
上入院している長期入院患者 20 名で，研究
期間は平成 18 年 10 月から平成 20 年３月ま

でとした．退院支援を主目的に，約３～６名
程度の小集団作業療法を実施し，週１回約１
時間の活動を３ヵ月クールで行った．評価尺
度は，精神障害者社会生活評価尺度，地域生
活に対する自己効力感尺度，大島らを参考に
独自に作成した自記式退院意識調査票を使
用し介入前後で評価した． 

４．研究成果 
長期にわたり入院生活を送ってきた患者

にとって退院は長年住み慣れた居場所を離
れることである．これはとても大きな環境の
変化であり，退院に消極的になる患者は少な
くない．今回このような患者を対象に活動を
行ったが，その活動場所はできるだけ地域を
利用してみた．まず地域の中に楽しめる場所
を見つけることから始め，その後施設訪問へ
と展開していった．社会資源を実際に「知る，
見る，体験する」機会を提供し，何度も繰り
返し慣れるまで丁寧に支援を行った．顔見知
りとなった先輩患者とレクリエーションな
どを媒介にふれあうことを通じて，さまざま
な体験談を直接先輩患者から聞く機会を作
ったことが患者の興味関心を引き出す上で
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特に重要であった．つまり社会資源の情報を
職員が一方的に流すのではなく，活動を媒介
に利用者との交流に重点を置き，その交流の
中で患者が自ら知りたい情報を得ていくこ
とを繰り返すことで初めて情報がきちんと
患者に届いていくという実感を持つことが
できた． 
 
研究②長期入院統合失調症患者の退院に対
する意識とその関連要因の分析 
１．研究の背景 
精神科病院の長期入院患者の退院支援は

精神障害リハビリテーションの重要な役割
である．従って，退院支援に寄与できる精神
科作業療法のあり方を検討することが急務
となっている．退院支援の際にはまず患者の
退院への意向を把握することが必要である．
これまで実施された長期入院患者の退院に
対する意識調査によると退院への意欲は決
して小さくないことが報告されている．しか
し退院に対する意識に及ぼす社会心理的要
因の影響を多変量解析した研究は少ない．  
２．研究の目的 
本稿では，精神科病院長期入院者の退院促

進に向けての支援のあり方を検討するため
に，長期入院者の退院に対する意識及びその
関連要因を多変量解析により明確にする． 
３．研究の方法 
対象者は長崎県内の任意に選択した精神

科病院 3 施設（田川療養所 255床，真珠園療
養所 326 床，県精神医療センター141 床）に
1 年以上入院している統合失調症患者で，自
記式調査票の内容を理解し回答できる者と
した．対象者には 3 施設の作業療法士が調査
の趣旨を文書及び口頭にて説明した後，同意
が得られた者に調査票を配布し 81 名から回
答を得た．調査期間は平成 18 年 9 月～12 月
であった． 
４．研究成果 
1）退院積極度 
「退院後の社会生活を考えること（退院考

慮）」については，「いつも」と「たまに」を
合わせると 63 名（77.7％）が「考える」と
回答していた．次に，「退院後考えられる生
活の場，日中の活動の場，生活費，相談相手」
を尋ねた後に，「条件が揃えば退院したいか
（退院希望）」を問うと，「ぜひ」と「迷いが
あるが」を合わせると 48名（59.2％）が「退
院したい」希望を持っていた．さらに，「条
件が揃えば退院できるか（退院可能性評価）」
を問うと，「すぐにでも」と「多少難しくて
も」との計 42名（51.8％）が「退院できる」
と評価していた．つまり，退院考慮，退院希
望，退院可能性評価の順に，退院に積極的な
姿勢が現れていた．  
2）地域生活イメージと退院積極度 
退院後に考えられる「生活の場」としては，

「家族のいる自宅」が約 4割で最も多く，次
に「一人で暮らすアパート・貸家」であり，
これらを選択した者は退院積極度の平均値
も高かった．  
3）入院理由と退院積極度 
「何となく自信がない」，「家事をしなくて

いい」，などを選択した人の退院積極度の平
均値は，非選択者と比較し有意に低かった．
「何となく自信がない」の選択者は，非選択
者と比べ年齢及び入院生活への満足感が有
意に高く，家族類型は同胞型が多かった． 
4）社会資源と退院積極度 
 「働くことについて相談できる場」を「ぜ
ひほしい」または「あった方がよい」と回答
した人の退院積極度は「いらない」人より有
意に高かった． 
5）退院積極度に影響を及ぼす要因 
 以上取り上げた関連要因の退院積極度に
対する独立した影響の大きさを検討するた
めに，退院積極度を従属変数とした重回帰分
析を実施した．その結果，退院積極度に対し
て，「自信のなさ」，「家族のいる自宅希望」，
「必要な社会資源数」が他要因と独立して有
意な関係が認められた． 
 
研究③精神科救急病棟における統合失調症
患者への個人作業療法実施が精神症状に及
ぼす影響 
１． 研究の背景 
近年,精神科急性期医療体制の整備及び入

院患者の早期退院の促進に寄与するリハビ
リテーションの充実が強く求められている.
これを受け,日本作業療法士協会は早期作業
療法の実践マニュアルを作成し,その普及に
努めている.早期作業療法は個人作業療法
（作業療法士が患者と 1対１の形態で実施）
もしくはパラレルな場を利用した作業療法
で開始されることが多く,その実践（症例）
報告もみられる.しかし, 早期作業療法の効
果を実証するデータの蓄積は今後の課題と
なっている. 
２．研究の目的 
本研究は,精神科救急病棟に入院している

統合失調症患者を対象に,個人作業療法の実
施が精神症状に及ぼす影響を調査した. 
３．研究の方法 
個人作業療法実施の有無が BPRS 得点に及

ぼす影響を検討するために,BPRS 得点を従属
変数,群（個人作業療法実施群・未実施群）
及び,時期（入院時・作業療法開始時・退院
時）を独立変数とする繰り返しのある 2要因
の分散分析を行なった. 
４．研究成果 
個人作業療法実施群は 21名,個人作業療法

未実施群は 20 名であった.対象者の性別,年
齢,入院回数,入院日数などの基本属性を表 1
に示したが ,両群間に有意差は認められな



かった.表２に作業療法実施回数の比較結果
を示した. パラレルな場を利用した作業療
法と病棟内集団作業療法回数に有意差を認
めた.次に BPRS得点について分散分析を行な
った結果を表３に示す. 全項目において評
価時期に有意な主効果が認められた.躁症状
得点・陰性症状得点・心気症状得点において
は,２群間（個人作業療法の有無別）で主効
果が認められた.さらに全項目において,有
意な交互作用は認められなかった.つまり,
両群における得点変化パターンは同じであ
ったと理解される. 
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